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全
国
広
域
連
携
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
宮
本
勝
利
・
海
南
市
議

会
議
長
）
は
10
月
30
日
、
全
国
都

市
会
館
で
第
64
回
理
事
会
を
開
催

し
た
。

会
議
で
は
、宮
本
会
長
か
ら「
広

域
連
携
は
地
方
創
生
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
、

引
き
続
き
、
広
域
連
携
施
策
に
対

す
る
支
援
措
置
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。
続

い
て
、
講
演
の
後
、
事
務
報
告
を

了
承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
26
年
度
決
算
に
つ

い
て
、
山
口
隆
一
郎
・
監
事
（
諫

早
市
議
会
議
長
）
か
ら
監
査
結
果

の
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
上
、
こ

れ
を
認
定
し
た
。
続
い
て
、
広
域

連
携
施
策
に
関
す
る
要
望
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
通
り
決
定
。
ま
た
、

要
望
活
動
の
方
法
、
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
。

な
お
、
要
望
書
は
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
は
、
小
野
寺
五
典
・

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
会
長
代

理
、
森
屋
宏
・
総
務
大
臣
政
務
官

に
面
談
し
、
要
望
書
を
手
交
の
上
、

要
望
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま

た
、
理
事
も
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
ら
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

な
お
、
講
演
で
は
、
黒
瀬
敏
文

・
総
務
省
自
治
行
政
局
地
域
自
立

応
援
課
長
か
ら
「
地
方
創
生
の
最

新
動
向
」
と
題
す
る
説
明
を
聴
取

し
た
。

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
滝
口
敏
夫
・
木
更

津
市
議
会
議
長
）
は
11
月
4
日
、

全
国
都
市
会
館
で
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
会
議
の
後
、
平
成
27

年
度
第
1
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

理
事
会
で
は
、
滝
口
会
長
か
ら

「
高
速
道
路
の
供
用
率
は
7
割
台

で
あ
り
、
効
果
が
最
大
限
に
発
揮

さ
れ
て
い
な
い
。
早
期
整
備
に
向

け
た
対
策
の
拡
充
強
化
が
強
く
求

め
ら
れ
る
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。

続
い
て
、
講
師
説
明
の
後
、
事
務

報
告
を
了
承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
26
年
度
決
算
に
つ

い
て
、
中
島
紳
一
・
監
事
（
豊
中

市
議
会
議
長
）
か
ら
監
査
結
果

の
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
上
、

こ
れ
を
了
承
。
28
年
2
月
10
日
開

催
の
第
42
回
定
期
総
会
に
提
出
す

る
こ
と
と
し
た
。
続
い
て
、
高
速

道
路
建
設
・
整
備
促
進
等
に
関
す

る
要
望
書
案
に
つ
い
て
、
原
案
の

通
り
決
定
し
た
。
要
望
書
は
①
建

設
促
進
②
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
有
効
活
用
と
機
能
強
化
③
防

災
・
安
全
対
策
等
の
推
進
④
料
金

�

�

【
2
面
へ
続
く
】

小野寺自民党政務調査会会長代理

森屋総務大臣政務官

衛藤高速道路建設推進議員連盟会長

広広
域域
協協
がが
第第
6644
回回
理理
事事
会会
をを
開開
催催

監査結果を報告する山口監事

二階自民党総務会長

高高
速速
協協
がが
第第
11
回回
理理
事事
会会
をを
開開
催催

山本国土交通副大臣

挨拶する宮本広域協会長

挨拶する滝口高速協会長

監査結果を報告する中島監事
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【
1
面
か
ら
続
く
】

制
度
―
の
4
項
目
を
大
き
な
柱
と

し
た
。
要
望
書
は
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。
ま
た
、
要

望
活
動
の
方
法
、
今
後
の
会
議
・

要
望
活
動
日
程
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
決
定
し
た
。

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
は
、
山
本
順
三
・
国

土
交
通
副
大
臣
、
衛
藤
征
士
郎
・

高
速
道
路
建
設
推
進
議
員
連
盟
会

長
（
衆
議
院
議
員
）
、
二
階
俊
博

・
自
由
民
主
党
総
務
会
長
に
面
談

し
、
要
望
書
を
手
交
の
上
、
要
望
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
理

事
も
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
ら

に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
松
本

健
・
国
土
交
通
省
道
路
局
高
速
道

路
課
高
速
道
路
事
業
調
整
官
か
ら

「
高
速
道
路
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
説
明
を
聴
取
し

た
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
浅
川
仁
・
奈

良
市
議
会
議
長
）
は
10
月
29
日
、

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
11
回

地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。

浅
川
会
長
の
主
催
者
代
表
挨
拶

の
後
、
鈴
木
紀
之
・
公
益
財
団
法

人
筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
事

務
局
長
か
ら
「
『
何
が
求
め
ら
れ

る
の
か
？
誰
が
担
う
の
か
？
何
が

で
き
る
の
か
？
』
〜
地
域
医
療
構

想
を
医
療
経
営
視
点
か
ら
戦
略
策

定
す
る
〜
」
、
足
立
智
和
・
丹
波

新
聞
社
編
集
部
記
者
か
ら
「
『
地

域
が
支
え
る
医
療
』
〜
兵
庫
県
丹

波
地
域
の
住
民
の
取
り
組
み
か
ら

〜
」
と
題
す
る
講
演
を
聴
取
し
た
。

本
紙
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演

を
簡
潔
に
掲
載
す
る
。

鈴鈴
木木
紀紀
之之
氏氏
講講
演演

筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病

院
は
、
27
年
7
月
1
日
に
40
床
増

床
し
、
4
5
3
床
と
な
っ
た
。
一

昔
前
で
は
、
一
般
的
に
、
増
床
は

収
入
増
、
経
営
の
安
定
に
直
結
す

る
と
い
う
認
識
だ
っ
た
が
、
こ
の

時
代
で
、
規
模
の
拡
大
が
本
当
に

良
策
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
院
は
災
害
拠
点
、
地
域
医
療

支
援
、
臨
床
研
修
病
院
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
う
。
開
院

30
年
間
で
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を

地
域
に
根
付
か
せ
た
。
事
業
で
あ

る
の
で
、
提
供
す
る
事
業
の
価
値

が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
地
域

に
お
け
る
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
こ
と
が
大
事
な
要
件
。
自
分
自

身
の
活
動
も
含
め
、
自
院
の
価
値

や
評
価
、
ど
の
よ
う
に
外
部
か
ら

見
ら
れ
る
の
か
、
自
院
の
客
観
的

な
自
画
像
、
立
ち
位
置
を
常
に
意

識
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
と
な
る
。

自
画
像
を
見
る
と
き
、
あ
ま
り
耳

障
り
の
良
く
な
い
話
に
直
面
す
る
。

不
都
合
な
現
実
に
正
対
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
院
の
強
み
は
、
1
4
0
名
の

医
師
、
6
0
0
名
弱
の
看
護
師
で

あ
り
、
地
域
へ
の
強
力
な
訴
求
力

と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
中
で
筑

波
大
学
と
と
も
に
、
こ
こ
ま
で
き

た
原
動
力
。
人
件
費
率
は
50
％
を

超
え
、
毎
年
徐
々
に
上
が
る
。
診

療
報
酬
は
徐
々
に
下
が
る
。
議
会

に
お
い
て
は
、
医
療
の
置
か
れ
る

複
合
的
な
要
因
、
対
象
が
命
で
あ

り
、
健
康
で
あ
り
、
ゆ
る
ぎ
な
い

使
命
感
の
中
で
も
、
経
済
的
な
条

件
は
全
て
引
き
受
け
、
解
決
し
、

組
織
、
病
院
、
医
療
機
関
と
し
て

存
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
、
ぜ
ひ
配
慮
を
お
願
い

し
た
い
。

本
院
の
損
益
推
移
を
見
る
と
、

最
大
で
約
5
億
円
の
赤
字
。
看
護

師
不
足
、
駆
け
込
み
増
床
で
、
急

速
に
看
護
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
。
看
護
師
の
定
数
確
保
が
非

常
に
厳
し
く
、
2
病
棟
を
閉
鎖
し

た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
人
が
い

な
け
れ
ば
医
療
機
関
は
成
り
立
た

な
い
、
入
れ
物
が
無
け
れ
ば
稼
げ

な
い
。
閉
鎖
病
棟
を
復
活
さ
せ
る

た
め
、
茨
城
県
立
つ
く
ば
看
護
専

門
学
校
を
併
設
、
県
か
ら
運
営
を

受
託
し
て
い
る
。
県
立
の
た
め
、

卒
業
生
が
全
員
入
職
す
る
こ
と
は

な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
き
っ
か

け
に
は
な
る
。
看
護
学
生
へ
の
し

っ
か
り
と
し
た
教
育
を
通
し
て
、

人
の
確
保
を
図
っ
た
。

我
々
の
事
業
は
、
固
定
経
費
、

人
件
費
が
高
い
重
装
備
で
、
な
お

か
つ
設
備
投
資
が
非
常
に
必
要
な

構
造
。
経
験
則
に
基
づ
く
と
、
自

転
車
操
業
に
な
る
。
我
々
の
必
要

な
自
助
努
力
は
、
一
般
企
業
の
経

営
、
運
営
手
法
を
あ
る
程
度
、
取

り
込
む
こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
が
、
全
て
異

な
る
シ
ナ
リ
オ
を
持
た
な
い
と
残

っ
て
い
け
な
い
。
設
置
主
体
や
地

域
性
、
職
員
数
が
異
な
る
た
め
、

全
て
の
病
院
が
上
手
く
い
く
よ
う

な
方
法
は
な
い
。
個
々
の
病
院
が
、

主
体
的
に
自
分
た
ち
の
病
院
の
存

続
を
か
け
た
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
お

さ
え
る
べ
き
は
、
病
院
の
本
当
の

姿
・
形
。
自
院
の
実
績
、
こ
れ
ま

で
歩
ん
で
き
た
道
を
し
っ
か
り
踏

ま
え
て
、
実
情
を
確
認
、
勘
案
し

て
未
来
を
図
る
こ
と
。
そ
れ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
シ
ナ
リ
オ
に

な
る
。

難
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、

我
々
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
病

院
は
全
部
生
き
残
っ
て
も
、
日
本

に
と
っ
て
悪
い
こ
と
は
何
も
な
い
、

こ
れ
は
他
の
産
業
と
違
う
。
蹴
落

と
さ
な
い
で
、
で
き
れ
ば
、
み
ん

な
で
生
き
残
る
こ
と
を
実
現
さ
せ

て
い
き
た
い
。

足足
立立
智智
和和
氏氏
講講
演演

※
3
面
に
掲
載
の
年
表
を
参
照
し
な
が

ら
お
読
み
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
立
柏
原
（
か
い
ば
ら
）

病
院
の
医
師
数
が
18
年
度
41
人
か

ら
19
年
度
で
32
人
に
な
る
見
通
し

と
な
り
、
18
年
3
月
19
日
に
初
め

て
柏
原
病
院
の
記
事
を
書
き
、
掲

載
し
た
。
6
月
11
日
か
ら
は
「
揺

ら
ぐ
病
院
―
丹
波
地
域
の
現
状
」

と
い
う
記
事
を
連
載
し
た
。
ま
た
、

丹
波
市
と
篠
山
市
か
ら
な
る
丹
波

医
療
圏
の
小
児
科
勤
務
医
数
は
18

年
3
月
末
に
3
病
院
で
7
人
だ
っ

【
3
面
へ
続
く
】

病病院院協協

第第
1111
回回
地地
域域
医医
療療
政政
策策
セセ
ミミ
ナナ
ーー
をを
開開
催催

挨拶する浅川会長
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た
が
、
19
年
4
月
に
は
柏
原
病
院

と
篠
山
市
の
2
病
院
合
わ
せ
て
実

質
2
人
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、
医
療
関
係
の
記
事
を

頻
繁
に
掲
載
。
小
児
科
・
産
科
の

柏
原
病
院
へ
の
集
約
、
小
児
科
外

来
の
予
約
制
な
ど
を
掲
載
し
た
。

19
年
4
月
5
日
に
は
小
児
科
医
が

1
人
と
な
り
、
退
職
の
意
向
を
、

19
日
に
は
12
月
以
降
の
分
娩
予
約

の
受
付
停
止
を
、
記
事
に
し
た
。

こ
の
4
月
19
日
、
10
人
程
度
の

母
親
を
集
め
、
座
談
会
を
開
い
た
。

柏
原
病
院
の
現
状
を
説
明
。
母
親

か
ら
は
、
怒
り
や
不
安
・
不
満
の

声
。
そ
の
中
で
、
あ
る
母
親
が

「
子
ど
も
を
夜
8
時
に
夜
間
救
急

へ
。
30
人
待
ち
で
深
夜
2
時
に
診

断
、
4
時
に
入
院
。
置
き
手
紙
が

あ
り
、
先
生
は
普
段
通
り
に
診
療
、

寝
て
な
い
ん
だ
」
さ
ら
に
「
小
児

科
が
な
い
と
困
る
が
、
先
生
を
見

た
ら
『
辞
め
な
い
で
』
と
は
言
え

な
い
」
と
発
言
後
、
会
の
雰
囲
気

は
一
変
。
私
か
ら
、
当
直
明
け
36

時
間
連
続
勤
務
、
患
者
の
無
理
解

に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
な
ど
過
酷

な
勤
務
実
態
を
話
す
と
、
母
親
か

ら
、
こ
れ
以
上「
先
生
頑
張
っ
て
」

と
は
言
え
な
い
、
現
場
の
悲
鳴
を

市
民
に
伝
え
た
い
、
住
民
に
も
責

任
が
あ
る
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

翌
日
・
20
日
に
は
「
県
立
柏
原

病
院
の
小
児
科
を
守
る
会
」
が
7

名
で
発
足
し
、
早
速
、
活
動
を
開

始
。
こ
の
日
は
署
名
の
文
面
に
つ

い
て
打
ち
合
わ
せ
。
署
名
用
紙
の

片
面
に
過
酷
な
医
療
現
場
の
状
況

と
住
民
が
気
を
付
け
る
こ
と
、
も

う
片
面
の
署
名
欄
の
上
に
は
医
療

を
守
る
た
め
に
誓
い
を
書
い
た
。

コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
よ
う
と
い

う
運
動
は
5
万
5
3
6
6
筆
の
署

名
を
集
め
、
6
月
14
日
に
兵
庫
県

庁
に
提
出
し
た
が
、
県
庁
職
員
の

応
対
は
守
る
会
を
落
胆
さ
せ
た
。

し
か
し
、
母
は
強
し
。
守
る
会

は
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
る
」

を
実
現
す
る
方
向
に
運
動
が
変
化
。

第
2
幕
の
始
ま
り
で
あ
る
。
①
コ

ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
よ
う
②
か
か

り
つ
け
医
を
持
と
う
③
お
医
者
さ

ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う

―
の
3
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

た
。
柏
原
病
院
小
児
科
へ
寄
せ
書

き
を
贈
り
、
あ
り
が
と
う
ポ
ス
ト

を
設
置
し
た
。
「
こ
ど
も
を
守
ろ

う

お
医
者
さ
ん
を
守
ろ
う
」
な

ど
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
、
小
児

救
急
冊
子
「
病
院
に
行
く
、
そ
の

前
に
…
」
を
発
行
。
守
る
会
の
運

動
は
医
師
を
増
や
す
運
動
で
は
な

い
。
守
る
会
の
意
義
は
「
患
者
と

医
師
の
『
対
話
』『
相
互
理
解
』
」
。

守
る
会
の
活
動
を
知
り
、
10
月

か
ら
神
戸
大
学
の
医
師
派
遣
が
始

ま
っ
た
。
柏
原
病
院
の
時
間
外
受

診
が
一
時
的
に
減
り
、
時
間
外
入

院
率
が
20
％
前
後
と
高
く
な
っ
た

（
全
国
平
均
6
％
と
言
わ
れ
る
）。

守
る
会
の
ほ
か
、
丹
波
医
療
再
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
た
ん
ば
医
療
支

え
隊
、
薬
剤
師
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
住
民
が
地
域
医
療
を
守
る
活
動

を
展
開
。
医
師
も
増
え
、
小
児
科

医
が
20
年
に
は
5
人
、
一
時
は
7

人
ま
で
増
え
た
。
教
育
施
設
に
も

認
定
さ
れ
、
専
門
医
資
格
が
取
れ

る
よ
う
に
。
医
師
が
集
ま
っ
て
き

て
お
り
、
27
年
に
は
病
院
全
体
で

32
人
（
研
修
医
含
め
れ
ば
40
人
）

に
。
守
る
会
は
後
に
看
護
学
校
も

救
っ
た
。

ま
た
、
守
る
会
な
ど
の
取
り
組

み
を
知
り
、
20
年
1
月
に
守
る
会

に
励
ま
し
の
メ
ー
ル
を
し
た
舛
添

要
一
・
厚
生
労
働
大
臣
は
、
7
月

に
は
柏
原
病
院
や
地
元
の
取
り
組

み
を
視
察
。
24
年
4
月
に
は
野
田

佳
彦
・
内
閣
総
理
大
臣
が
訪
れ
た
。

27
年
6
月
、
橋
本
岳
・
厚
生
労
働

大
臣
政
務
官
が
来
丹
。
た
だ
し
、

「
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
先
進

的
な
取
り
組
み
だ
」
と
。

柏
原
病
院
と
柏
原
赤
十
字
病
院

は
30
年
を
目
途
に
再
編
統
合
さ
れ

る
が
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
の

議
員
・
職
員
の
方
々
に
は
「
現
場

の
声
を
聞
き
、
問
題
の
先
送
り
を

せ
ず
、
自
己
の
メ
ン
ツ
で
は
な
く
、

住
民
の
最
大
幸
福
を
考
え
る
」
よ

う
、
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

今
後
は
「
地
病
地
療
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
地
元
で
診
れ
る
病
気

は
地
元
で
。
「
先
生
を
信
用
し
て

る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
。

新
し
い
病
院
も
設
立
さ
れ
る
の
で
、

そ
う
い
う
雰
囲
気
を
醸
成
し
た
い
。

医
療
が
再
生
し
つ
つ
あ
る
の
で
、

こ
の
流
れ
を
大
切
に
し
た
い
。

【
2
面
か
ら
続
く
】

【平成18年】
3月19日 丹波新聞に「柏原病院パンク寸前」の記事
6月11日 丹波新聞に「揺らぐ病院－丹波地域の現状」を連載開始

「個人の力でどうにもならない。（医師が）死んでもすぐに
忘れられる」柏原病院医師が医師の過労死を報じる新聞
記事に記した言葉。

【平成19年】
1月18日 丹波新聞に医療確保圏域会議で、「小児・産科を柏原病院に

集約（柏原赤十字病院廃止、篠山外来のみ）」の記事
1月21日 丹波新聞に柏原赤十字病院が県・地域の方針に沿い、3月

末で産科廃止の記事
3月22日 丹波新聞に柏原病院が4月から「小児外来予約制」の記事

小児科外来を紹介患者だけに。
4月5日 丹波新聞に「人事ショック－柏原病院の小児科存続危機」の

記事
柏原病院の小児科医師が院長に昇任し、小児科医が1人
に。その医師も負担増に耐えられず、退職の意向示す。

19日 丹波新聞に「12月以降の受付停止」の記事
小児科医の退職の意向を受けて、柏原病院の産婦人科が
12月以降の分娩予約の受付停止に踏み切る。

同日 足立記者と住民との座談会
20日 「県立柏原病院の小児科を守る会」発足（当時7名、現在は

20名超）
署名の内容について打ち合わせ。
署名欄の上には医療を守るために以下の誓いを記した。
「私たちもコンビニ受診を厳に慎み、『柏原病院で勤務し
てみよう』と言われるような、医師を大切にする地域づく
り、住民合意形成に努めます」

6月6日 丹波新聞社主催医療フォーラム「病院は生き残れるか」を開
催
立ち見が出るほどの盛況。

6月14日 守る会が兵庫県庁に55,366筆の署名を提出
知事との面談を望んだがかなわず、県の対応（応対した健
康局長）に落胆。丹波新聞には「『常勤医派遣は困難』小児
科守る会署名提出もがっくり」と掲載。
→行政を頼るだけではなく、自分たちが行動し、医師が
働きやすい地域を作ろうと決意

6月21日 丹波新聞に6日の地域医療フォーラムの記事
柏原病院副院長「大きな枠組みで再編を『残された時間わ
ずか』」

7月22日 守る会がフリーマーケットに出店
活動資金を得るため出店。

8月29日 守る会が柏原病院小児科へ寄せ書きを寄贈
ありがとうポストを設置。

10月 柏原病院に神戸大学から当直の応援
「守る会の活動は革命的」と評価した神戸大学歯学部付属
病院の松尾雅文教授の教室から、専門外来と当直の応援。

10月7日 丹波新聞に「柏原病院で神大小児科医が診察」「医師を救う
『守る会』」の記事
松尾教授へのインタビューを掲載。「『コンビニ受診慎む』
は最先端」。

この間 守る会のスローガンを浸透させるためマグネットステッカ
ー作成
「＃8000（小児救急電話相談）」「こどもを守ろう お医者
さんを守ろう」。後に「地域医療を守るのは一人ひとりの
心がけ」も作成。

【平成20年】
1月 守る会がホームページを開設
1月24日 舛添要一厚生労働大臣から守る会に励ましのメール

「地域医療の崩壊をくいとめる住民からの大きな運動だ
と、尊敬申し上げます。…このような運動が各地に広が
るように、私もがんばります」

2月 「病院に行く、その前に…」の冊子を発行（24年4月に8万冊
超える）

7月3日 舛添大臣が柏原病院を視察
「丹波のお母さんが、日本の医療を救う」

12月28日 丹波新聞に柏原病院長が「診療休止恐れている」の記事
【平成21年】～【平成23年】（略）
【平成24年】
1月26日 丹波新聞に「産婦人科医新たに3人」の記事
4月7日 野田佳彦内閣総理大臣が柏原病院を視察

8日 丹波新聞に「常勤医4人増え34人に」の記事
6月14日 丹波新聞に「柏原看専閉校問題 行革で結論 撤回ない」

（兵庫県病院事業副管理者に聞く）の記事
8月5日 丹波新聞に「県立柏原看専 丹波市に15年移管」の記事
11月4日 丹波新聞に「県立と赤十字『2病院統合』と結論」の記事

30年を目途に2病院を統合。
11月 さまざまな課題を乗り越え、統合に向かって進めて行く（兵

庫県知事）
【平成25年】
5月9日 丹波新聞に「『総合内科医』育成拠点に」の記事
5月26日 丹波新聞に「看護師養成へセミナー 地元から人材供給」の

記事
【平成27年】
1月15日 丹波新聞に「新県立病院26科6階建て」の記事
4月 柏原病院地域教育学センター長（神戸大学大学院医学研究

科地域医療支援学部門特命教授）に、自治医科大学総合診療
部から招聘
ほぼ専任で研修医の教育担当。

4月 丹波新聞に「初期研修医8人入職」の記事
4月 丹波新聞に「丹波市立看専が開校」の記事
6月6日 橋本岳厚生労働大臣政務官が柏原病院を視察

「残念ながら6年経ってもいまだに先進的な取り組みだ」

※講演を基に本紙が作成

（3） 平成27年11月15日 第1958号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
掲
載

こ
の
ほ
ど
、
平
成
27
年

8
月
か
ら
10
月
に
全
国
の

市
議
会
に
お
い
て
可
決
し

た
意
見
書
・
決
議
の
う
ち
、

本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件

数
を
取
り
ま
と
め
た
。
件

数
の
多
い
意
見
書
・
決
議

を
紹
介
す
る
。

地地
方方
創創
生生
にに
係係
るる
新新
型型

交交
付付
金金
等等
のの
財財
源源
確確
保保

意
見
書
・
決
議
で
最
も

多
か
っ
た
も
の
が
「
地
方

創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等
の
財

源
確
保
」
で
82
件
だ
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
全
て
の
意
見
書
が
①

地
方
財
政
措
置
に
お
け
る
「
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」

と
各
府
省
の
地
方
創
生
関
連
事
業

・
補
助
金
、
さ
ら
に
は
新
型
交
付

金
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
と

と
も
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
②
27
年
度
に
創
設
さ
れ
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事

業
費
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生

に
係
る
各
自
治
体
の
取
り
組
み
の

ベ
ー
ス
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

恒
久
財
源
を
確
保
の
上
、
5
年
間

は
継
続
す
る
こ
と
③
28
年
度
に
創

設
さ
れ
る
新
型
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
26
年
度
補
正
予
算
に
盛
り
込

ま
れ
た
「
地
方
創
生
先
行
型
交
付

金
」
以
上
の
額
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
人
件
費
や
ハ
ー
ド
事
業
等

に
も
活
用
で
き
る
な
ど
、
地
方
に

と
っ
て
使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
に

す
る
こ
と
④
新
型
交
付
金
事
業
に

係
る
地
元
負
担
が
生
じ
る
場
合
は
、

各
自
治
体
の
財
政
力
な
ど
を
勘
案

の
上
、
適
切
な
地
方
財
政
措
置
を

講
ず
る
な
ど
意
欲
の
あ
る
自
治
体

が
参
加
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ

と
―
の
4
項
目
を
求
め
る
も
の
だ

っ
た
。

義義
務務
教教
育育
費費
国国
庫庫
負負
担担
制制
度度
にに
つつ
いい
てて

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

に
つ
い
て
」
は
、
54
件
だ
っ
た
。

前
回
集
計
時
（
本
紙
1
9
5
0

号
3
面
）
と
同
様
、
負
担
割
合
の

復
元
、
制
度
の
堅
持
な
ど
が
多
く

を
占
め
た
ほ
か
、
定
数
改
善
計
画

の
早
期
策
定
・
実
施
な
ど
定
数
改

善
に
関
す
る
も
の
も
半
数
以
上
を

占
め
た
。そそ

のの

他他

「
私
学
助
成
の
増
額
・
拡
充
」

は
、
38
件
で
、
経
常
費
助
成
の
増

額
、
拡
充
を
求
め
る
も
の
が
最
多
。

次
い
で
、
就
学
支
援
金
の
増
額
を

求
め
る
も
の
だ
っ
た
。

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
」

は
、
37
件
。
1
件
を
除
く
、
全
て

の
意
見
書
が
、
一
般
財
源
総
額
の

確
保
、
社
会
保
障
予
算
の
確
保
と

的
確
な
地
方
財
政
措
置
を
求
め
た
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る
地
域

活
性
化
と
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク

の
推
進
」
は
、
35
件
。
今
回
、
は

じ
め
て
本
会
に
報
告
さ
れ
た
。
全

て
の
意
見
書
が
、
税
制
優
遇
措
置

の
周
知
徹
底
と
制
度
の
一
層
の
充

実
を
求
め
た
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
全

て
の
意
見
書
で
▽
活
用
可
能
な
補

助
金
や
交
付
金
の
拡
充
に
よ
る
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
促
進

▽
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
新
た

な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
実
現
し
た

企
業
の
顕
彰
と
テ
レ
ワ
ー
ク
普
及

啓
発
策
の
推
進
―
を
求
め
た
。

※「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件
数
」

と
は
、
各
市
議
会
か
ら
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ

内
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
・
回
答
シ

ス
テ
ム
（
旧
シ
ス
テ
ム
含
む
）
に

情
報
入
力
ま
た
は
郵
便
で
送
付
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

入
力
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
本
会

旬
報
担
当
者
（
�
03
・
3
2
6
2

・
2
3
0
9
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
議
長

▽
郡
山

今
村
剛
司（
9
・
9
）

▽
秦
野

川
口

薫（
9
・
18
）

▽
有
田

福
永
広
次（
9
・
24
）

▽
大
洲

宮
本
増
憲（
9
・
24
）

▽
八
代

鈴
木
田
幸
一（
9
・
25
）

▽
摂
津

南
野
直
司（
9
・
28
）

▽
宇
和
島

上
田
富
久（
9
・
28
）

▽
柏
原

大
坪
教
孝（
9
・
30
）

▽
羽
曳
野

金
銅
宏
親（
10
・
1
）

▽
角
田

柄
目
孝
治（
10
・
2
）

▼
副
議
長

▽
郡
山

鈴
木
祐
治（
9
・
9
）

▽
陸
前
高
田

及
川
修
一（
9
・
18
）

▽
秦
野

横
山
む
ら
さ
き（
9
・
18
）

▽
有
田

上
山
寿
示（
9
・
24
）

▽
大
洲

大
野
立
志（
9
・
24
）

▽
摂
津

大
澤
千
恵
子（
9
・
28
）

▽
宇
和
島

三
曳
重
郎（
9
・
28
）

▽
裾
野

三
富
美
代
子（
9
・
29
）

▽
柏
原

田
中
秀
昭（
9
・
30
）

▽
羽
曳
野

上
薮
弘
治（
10
・
1
）

▽
角
田

小
島

正（
10
・
2
）

▼
事
務
局
長

▽
会
津
若
松

小
端
国
彦（
10
・
1
）

各
市
議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
・
回
答
シ
ス

テ
ム
に
入
力
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議

（
平
成
16
年
以
降
の
も
の
）
は
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
の
ペ

ー
ジ
か
ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
る
。

な
お
、
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
は
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要

と
な
る
。
Ｉ
Ｄ
等
に
つ
い
て
は
、
27

年
9
月
24
日
付
け
「
（
全
議
Ｍ
1
第

27
号
）
全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
市

議
会
議
員
共
済
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
」
で
各
議

会
事
務
局
に
通
知
し
て
い
る
。

局局
地地
激激
甚甚
災災
害害
にに
指指
定定

政
府
は
10
月
27
日
の
閣
議
で
、

9
月
7
日
か
ら
11
日
ま
で
の
間
の

暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に

つ
い
て
の
激
甚
災
害
の
指
定
（
局

激
）
と
追
加
適
用
す
べ
き
措
置
の

指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
を
決
定
し
た
。

常
総
市
の
区
域
を
対
象
と
し
て
、

事
業
の
再
建
を
図
る
中
小
企
業
者

等
に
対
し
、
中
小
企
業
信
用
保
険

の
保
険
限
度
額
の
別
枠
化
な
ど
の

特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
。
10
月

9
日
時
点
の
同
市
の
中
小
企
業
関

係
被
害
額
は
1
6
9
・
7
億
円
。

議会

決議
○地方創生に係る新型交付金 82 ―
等の財源確保
○義務教育費国庫負担制度に 54 ―
ついて（負担割合の復元、
制度の堅持または拡充、定
数改善など）
○私学助成の増額・拡充 38 ―
○地方財政の充実・強化 37 ―
○ＩＣＴ利活用による地域活 35 ―
性化とふるさとテレワーク
の推進
○安全保障関連法案について 29 2
（慎重審議、廃案・撤回、
丁寧な説明など）
○教育予算の拡充 22 ―
○ヘイトスピーチ対策につい 21 ―
て（法整備を含む強化策ほ
か）
○ＴＰＰ交渉について（衆参 18 ―
両院農林水産委員会におけ
る決議の遵守ほか）
○地方税財源の拡充 14 ―
【小計】 350 2
○その他 264 29
【総合計】 614 31

意見書件 名

議議
会会
人人
事事

8月～10月
可決分

8月から10月に可決した意見書・決議の議決状況

※意見書・決議は、平成27年8月1日から10月31日までに可決
され、11月2日までに各市議会から任意に本会ホームページ
のオンライン調査・回答システム（旧システム含む）に入力、
または本会に郵送された件数を集計

※件名は代表的なもの。同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載
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